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高齢ドライバの運転行動データを用いた 
記憶力・判断力低下度の推定に関する研究 

 

高橋千紗†1 中野泰彦†1,2 入部百合絵†1  河中治樹†1 小栗宏次†1 
 

概要：近年，高齢ドライバによる交通事故が増えていることから，日本では高齢ドライバの運転意識向上のため高齢

者講習が採用されており，運転訓練と記憶力・判断力の検査が実施されている．また，他国においても認知症を患う
高齢ドライバのスクリーニング等が実施されている．本研究では，運転に支障をきたす高齢ドライバの早期発見に寄

与するため，高齢ドライバの運転行動と記憶力・判断力に関係性があるかを検証することを目的とした．高齢者講習

654 名分の運転データから複数の運転特徴パラメータを抽出し，識別器を構築した結果，正解率 74.6%を得ることが
でき，運転行動から記憶力・判断力低下度の推定ができる可能性が示唆された． 
 

キーワード：高齢ドライバ、高齢者講習、運転行動、記憶力、判断力 
 

Study of the Correlation between Driving Behavior and Cognition 
using Driving Training data of Senior Driver 
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Abstract: Senior driver have to take a driving training and cognition test each 3 years to renew their driving license in Japan. 
Other countries also have some kind of screening test to find the senior drives with dementia. In this study, to find some correlation 
between driving behavior and cognition, we analyzed senior drivers driving test data and create a classifier to classify cognition 
level using driving test data. The classify result were 74.6%. From this result, it seems to be able to estimate cognition level using 
only driving behavior.  
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1. はじめに   

 日本では，高齢化に伴い高齢者が関わる交通事故が年々

増加しており[1]，この要因を加齢に伴う身体能力や認知判
断力等の低下を挙げる研究が多い[追加]．また，高齢ドライ
バに対して免許の返納を促す動きが高まっているとともに，

現在 70 歳以上で免許の更新を希望する人は，自動車教習
所において運転訓練や記憶力・判断力を検査する高齢者講

習の受講が義務付けられている． 
 もし日頃の運転行動から記憶力や判断力低下の兆候が事

前に知る事ができれば，早期に予防対処ができ，より長く

安全に運転を継続することができる可能性が高くなり，高

齢ドライバの生活の質も向上させることができる． 
上記を達成するために，本研究では，高齢者講習のデー

タを用い，運転行動から記憶力・判断力の低下度が推定で

きるか検討した． 

2. 高齢者講習 

2.1 高齢者講習概要 
 高齢者講習は，70歳以上のドライバが免許更新時に受講

                                                             
 †1 愛知県立大学大学院   
   Graduate Scholl of Aichi Prefectural University, Nagakute, Aichi 480-1198 
Japan 

を義務付けられている講習で，自身の身体機能の低下の自

覚と現在の運転方法を振り返り，安全運転への意識の向上

を目的としたものである．検査は 3種類あり，視力検査，
ドライビングシミュレータを用いた運転適性検査（以下，

DS 検査とする），実車を用いた運転行動診断検査がある．
更に，75歳以上の場合，それらに加え，記憶力・判断力を
検査する講習予備検査（以下，簡易認知機能検査とする）

を受ける必要がある[2]．前述の通り，以下，本研究で用い
る運転適性検査と簡易認知機能検査について説明する． 
 

2.2 簡易認知機能検査 
 簡易認知機能検査では，「時間の見当識」，「手がかり再生」，

「時計描画」を行ない，記憶力と判断力の検査を行う．検

査結果は高齢者講習独自の採点式を基に総合点が算出され，

その総合点に応じて 3グループに分類される（表 1）．その
後，各グループに応じた運転指導が行われる．分類 1と判
断された人は，運転違反状況や専門医の判断によっては免

許を取り消される場合がある． 
表 1 簡易認知機能検査の結果による分類 

Table 1 Groups according to the Cognitive Test results 

 †2 富士通研究所   
   Fujitsu Laboratories Ltd., Kawasaki, Kanagawa, 211-8588, Japan 

ⓒ 2016 Information Processing Society of Japan

Vol.2016-ASD-4 No.3
2016/2/27



情報処理学会研究報告 
IPSJ SIG Technical Report 

 

 

2 
 

分類 記憶力・判断力の状況 

分類 1 
分類 2 
分類 3 

記憶力・判断力が低くなっている 
記憶力・判断力が少し低くなっている 
記憶力・判断力に心配なし 

 

2.3 DS検査 
 DS検査では“選択反応検査”，“複数作業検査”の 2種類
の検査があり，選択反応検査ではペダル操作を，複数作業

検査ではペダル操作とハンドル操作を行う．ペダル操作は

両検査共通で，画面に表示される信号の色（緑，黄，赤）

に応じてアクセル・ブレーキ操作を行う（図 1左）．ハンド
ル操作は，画面に表示されるコース沿いの障害物に接触し

ないよう車両位置を操作する（図 1右）[3]． 

  
図 1 DS検査画面（左：選択反応検査，右：複数作業検査） 

Figure 1 Driving Simulator test screen 
(Right: Selective Reaction Test, Left: Multitasking Test) 

 
各検査で取得できるデータは，表 2の通り. 

表 2 DS検査詳細 
Table 2 Set of Style in MS-Word template file. 

項目 選択反応検査 複数作業検査 

作業 アクセル操作 

ブレーキ操作 

 

アクセル操作 

ブレーキ操作 

ハンドル操作 

画面 図 1左 図 2右 

提示 
信号色 

緑，黄，赤 

（非表示状態は黒） 
緑，黄，赤 

（非表示状態は黒） 
DS 

出力 
データ 

・各信号色に対する

ペダル操作正解率 

・各信号色に対する

ペダル操作反応時間 

・各信号色に対する

ペダル操作正解率 

・各信号色に対する

ペダル操作反応時間 

・左右障害物衝突回

数 
 

検査前にはルールの説明と習熟運転が十分に行なわれ，デ

ータ取得の際には操作を習熟しているものとする.  

3. 運転行動データを用いた記憶力・判断力低
下度推定 

3.1 推定方法概要 
 本章では、高齢ドライバの運転行動から記憶力や判断力

の低下度を推定することを目的とし，高齢者講習における

DS データを用い，簡易認知機能検査の結果が予測するこ
とを試みた．下記に，その手順を述べる． 
手順 1 簡易認知機能検査における記憶力・判断力の低下
度により分類された，各グループ間の運転行動に差異があ

るかどうか，実際の DS検査測定データを用いて分析する． 
手順 2 手順 1 において運転行動の違いが現れている DS
検査パラメータを用いた識別器を構成する 
手順 3  DS 検査の測定結果を用い，構成した識別器によ
る分類が可能か評価する 
 
 本研究では，名古屋市のある自動車教習所において 2010
年から 2011 年に高齢者講習を受講した 654 人分のデータ
を分析に用いた．受講者の平均年齢は 78歳．簡易認知機能
検査結果による分類 2（記憶力・判断力がやや低下），分類
3（記憶力・判断力に問題なし）と判断された人の内訳は，
分類 2：41人，分類 3：613人であった（図 2）．今回は，
分類 2と分類 3を識別することを目標とする． 

 

図 2 高齢者講習データ年齢内訳 
Figure 2 Number of the data according to age 

3.2 記憶力・判断力低下度別運転行動データ比較 
 続いて，高齢者講習において評価された各高齢ドライバ

の記憶力・判断力低下度（分類 2 と分類 3）別による運転
行動データ比較を行ない，統計的に運転行動に差異がある

かどうかを確認する．確認にあたり，記憶力・判断力が低

下すると，一般的に下記影響が見られることに着目する[4]． 
① 意思決定機能の低下：記憶したルールに基づき操作
の判断を正しく行なうことが困難 

② 注意配分機能の低下：ハンドル操作，ペダル操作の
複数作業を注意しながらミスなく行うことが困難 

 下記に，高齢者講習簡易認知機能検査において記憶力・

判断力が分類 2，分類 3 と判断された高齢ドライバの運転
行動データの比較結果を示す． 
(1) 選択反応検査におけるペダル操作の違い 
 分類 2，分類 3 両グループにおいて，選択反応検査にお
ける，赤信号と黄信号のペダル操作正解率は 98%を越え，
グループ間の差異はなかった．ペダル操作の反応時間につ

いては，赤信号，黄信号共に有意差あり（有意水準 1%）で
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あった．この結果から，信号の色を認識し，操作すること

については両グループ間で大きな差異はないが，信号の色

を認識してから操作を実行するまでに差異が生じているこ

とがわかる（図 3）． 

 
図 3 DS検査 アクセルオフ反応時間 

Figure 3 Reaction time of the accelerate OFF on DS test 
 

(2) 複数作業検査におけるペダル操作の違い 
 複数作業検査では，ペダル操作に加えてハンドル操作が

追加される．これによって，前述の通り分類 2グループの
被験者は分類 3グループの被験者に比べてペダル操作に正
解率の低下，反応時間の遅延の傾向があり，その傾向は特

に黄色信号に現れた．選択反応検査に対し，複数作業検査

のペダル操作正解率は，分類 3グループで 26%の被験者が
低下，分類 2グループでは 44%の被験者が低下した．また，
黄信号におけるアクセルオフ反応時間についても 2検査間
の差異を比較したところ，分類 3グループのアクセル反応
時間は分類 2グループに対し，遅延する被験者の割合が多
かった（有意差はなし）． 
(3) 複数作業検査におけるハンドル操作の違い 
 (2)に続き，複数作業検査におけるハンドル操作は，左右
障害物への衝突回数で比較する．分類 2グループの方が分
類 3グループよりも平均衝突回数は多かったが，ウィルコ
クソンの順位和検定を行なったところ，有意差が見られた

（有意水準 1%）（図 4） 

 

図 4  DS検査 複数作業検査左右衝突回数 
Figure 4 Number of the Collision on Multitask Test 

以上をまとめると，分類 3グループに対し，分類 2グルー
プの運転特徴には下記の特徴が見受けられる． 
① 選択反応検査よりも，複数作業検査の方がペダル

操作正解率が有意に低下する． 
② 選択反応検査よりも複数作業検査の方がアクセル
反応時間の長くなった受講者の割合が多い 

③ 複数作業検査における左右衝突回数が有意に多い 
これらの運転行動データを分類 2グループ，分類 3グルー
プ間の運転行動の違いとし，記憶力と判断力の低下度を推

定するためのパラメータとする． 
 
3.3 運転行動データを用いた記憶力と判断力低下度の推
定 
これまでに確認した DS 検査における分類 2 グループ，

分類 3グループ間に差異のあるパラメータは下記の通りで
あった． 
・複数作業検査：黄信号ペダル操作正解率 
・複数作業検査：黄信号のペダル操作反応時間 
・複数作業検査：左右衝突回数 
このパラメータが分類 2グループと分類 3グループの運

転行動の違いを示す有意なパラメータであるか検証するた

めに，3 パラメータを用いて両グループのデータを正しく
識別できるかを試みた．識別には RUS Boost (Random Under 
Sampling Boost)を用い，10-fold交差検定により評価をおこ
なった．RUS Boost は ITS分野のドライバ運転行動解析に
もよく用いられている[5]Ada Boost の一種である．RUS 
Boost は不均衡データに対して用いられることが多く，負
例を減らすことでデータの偏りを調整してくれるアルゴリ

ズムである[6]．本研究では分類 2と分類 3グループにデー
タの偏りが大きいため，RUS Boost を適用した．今回識別
に用いたデータは下記の通りである． 

表 3 識別に用いたデータ 
Table 3 Data for the Classification 

データサンプル

数 
学習データ 分類 2：37 

分類 3：552 

評価データ 分類 2：4 
分類 3：61 

データ構造 入力ベクトル ・黄信号ペダル

操作正解率 
・黄信号アクセ

ル反応時間 
・左右衝突回数 

出力値 分類 2 
分類 3 

 

評価尺度は次の通り． 
Sensitivity：分類 2 グループのデータ(Class2)を分類 2 と正
しく識別できたデータ(Output Class2)割合 
Specificity：分類 3 グループのデータ(Class3)を分類 3 と正
しく識別できたデータ(Output Class3)割合 

ⓒ 2016 Information Processing Society of Japan

Vol.2016-ASD-4 No.3
2016/2/27



情報処理学会研究報告 
IPSJ SIG Technical Report 

 

 

4 
 

Performance：全体の識別正解率 
 

Sensitivity = Output Class2/ Class2 
Specificity = Output Class3/ Class3 

Performance = (Sensitivity + Specificity)/ 2 
 

識別の結果，Sensitivity 75%，Specificity 74.5%,，Performance 
74.8%となり，概ね正しく識別できた（図 5）．このことか
ら，今回抽出した 3パラメータは，記憶力と判断力の低下
度を推定するのに有効な運転行動パラメータであることが

示唆された． 

 

図 5 分類 2と分類 3に対する識別正解率 
Figure 5.  Result of the Classification 

 

4. まとめ 

 本研究では，高齢者講習における受講者の講習予備検査

（簡易認知機能検査）と運転適性検査（DS検査）の結果を
分析し，記憶力と判断力の低下による運転傾向の違いにつ

いて分析した． 
 高齢者講習の簡易認知機能検査において記憶力と判断力

が低下傾向にあり（分類 2）と判断された受講者は，記憶
力と判断力に問題なし（分類 3）と判断された受講者に対
し，DS検査の運転行動に下記の差異傾向が見られた． 
 
① 選択反応検査よりも，複数作業検査の方がペダル
操作正解率は有意に低下する． 

② 選択反応検査よりも複数作業検査の方がアクセル
反応時間の長くなった受講者の割合が多い 

③ 複数作業検査における左右衝突回数が有意に多い 
 
また，上記運転行動データを用いて RUS Boostで分類 2
グループと分類 3グループの識別を行なったところ，全体
で 74.8%という識別率を得ることが出来た． 
 以上のことから，記憶力と判断力が低下傾向にある高齢

ドライバは，複数作業が発生する状況下において，判断ミ

スや操作遅れを起こす可能性があると言え，実際の交通環

境では，周囲の交通状況の見落とし，操作遅れによる追

突，衝突が引き起こされることも予想される． 
 今回の結果から，分類 2グループの被験者でも選択反応
検査の結果は分類 3グループの被験者と差異があまりなか
ったことから，記憶力と判断力の低下が見られる高齢ドラ

イバに対しても，実際の交通環境において判断と作業の負

担を減らすような運転のサポート（次に行なうべき行動の

指示，周囲の交通状況判断のサポート）が出来れば交通事

故のリスク低減に寄与できると考えられる． 
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